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.て，

I.

の
に
しy

、
其
杓
容
豐
富
、
’殊
t
露
國
に
關
す
る
都
分 

u

本
著
の
將
色
と
しs

o

可
I
•

の
多
し
、
而
し
て 

本
醬
A
紙
數
の
約
三
分
の

】
一

を
國
民
經
濟
に
、
三
分
の 

i

を
財
政
學
に
费
し
、
.
卷
頭
先
ふ
吾
人
；#
經
濟
行
爲
の
一 

»

礎
を
以
て‘® :
人
の
坐
私
上
の
慾
：望̂«

く
と
な
し
、 

,
次
：そ
個
人
、
家
族
等
.U

關
す
る
私
經
濟
組
織
と
共
同
經

\

 

濟

&
進
ん
セ
國
民
經
濟
及
世
界
經
濟
七
な
る
所
以
を
明 

か
に
し
^
就
中
、
國
民
勝
濟0 :
'階
嘴
を
敍
猶
せ
ゐ
際
、

一
 

.

荀
エ
業
の
见
る
可
の
な
き
農
粱
的
國
家
の
漱
態
に

一
 

ぁ

る

露

國

の

震

を

明-

£

に
せ
'̂

、
叉
、
生

醫

に

於

一
 

て
露
國
の
规
狀
を
論
せ6
、
卽
ちI

本
土
f
c
f
る

，
 

土
地
の.
五
分.
の

：1»
靠

«

種
な
き
部
分
に
し
<
、
獻
. 

田
尤
鑛
山
と
烛
共
に
她
.
理
上
極
め<
^
適
當
な
.る
她
位 

p

f
 
N
何
ん
i
な
れ
ば
此
诩
者
は
露
國
に
於
け
石
主 

*
な
る
エ
業
地
お
る

「

モ
ス
沩
ゥ」

及「

ゥ
ヲ
デ
ミ
ル」

兩 

州
ゼ
去
る̂

と
遠
く
、「

。へ
デ
ル
ス
ブ
ル
ゲ

」

と「

リ
ガ
1_.-,-

.
Q
Hm
ft
lh
'
o

な
く
外
國
炭
を
輸
入
せ
 
6
'、

31
、
,ゥ ％

 

^」

0
豐
富
な
^
鑛
山
は
其
附
近
に
棂
田
を
有
せ
f

結
粜
、
採
鑛
上
、
木
炭
を
使
用
せ
6
、
K
に
進
ん
で、
. 

治
は
勞
カ
と
人
ロ
問
題
と
を
岡
聯
し
ズ
說
明
し
、
輿

間

.： 

生
產
的
職,

に
全
人
ロ
の
約
五
分0
四
を
有
す
る1
 

西
及
普#
西
の
如
き
國
家
を®
^
せ
6
、
倘
ほ
ス
ロ
務 

動
の
现
象
を®
明
せ
；る
中
に
、
露
國
の
生
產
率

_
の
多—
 

乙
■と
，を
論
せ̂
'

、
卽
ち
西
部
歐
溯
の
諸
國
中
、
生
‘産
率 

「

に
て
最
％
多
き
は
獨
逸
及
燠
灰
利
I

子

一

一

人

乃

至

一

一

一 

十
六
人(

人
ロ
千
人
に
就
ぎ

)

に
し
て
、
露
國
は
之
れ
に 

對
し
て
、
：
四
十
四
人
华
以
上
の
數
を
珙
せ
ト
、
と
な

 ̂

i

( .
侮
©
伯

は

內

國
0
極
端
在
る
保
满
論
者
^
し 

y

、
之
れ
を®
明
す
^
爲
め
、
彼
は
歷
山
三
世
の
工
業 

及
商
業
政
策
好*
£>
ぐ«
_

0 ,
1
業
.
發
達
せ
し
め
し 

t
と
を
以V

せ
6
、
而
し.
て
エ
業
の
發
達
に
つ
れ

V
:

當 

然
發
生
す
る
勞
働
者
問®
に
就
き■<
ゆ
、
彼
は
熱
必
に 

■
國
家
の.
保
護
节
渉
を
主
張
せ6
、
次
ぎ.
に
貨
幣
、
.餅
行 

及
高
用
制
度
に
關
し
弋
欧
國
民
經
濟
篇
の
約
四
分
の
一 

以

上
U
S
6
、
極
^
5
透
徹
的
に
說
呢
し
、*
間
' 
露 

.

國
有
數
の-
財
政
通
^
*
伯
の
面
目
を̂

^

ら̂
し
め^

6
、
尙
ほ
隱
民
經
濟
靈
後
の
部
分
に
於

V

所
得
間
題 

を
經
濟3
殊
に
社
ま
政
策
上
よ
ゲ
論
究
し
、
轉
匕
て
財 

政
篇
に
て̂
»

t t
M

M>
豫
算
、
其
歷
史
等
を
說
明
し
、 

殊
に
國
家
收
入©
部
に
於
<
露
國
に
於
け
る
諸
税
及
手 

數
料
等
を
最
？
明
白
に
説
明
じ
、
更
に
市
町
秘
自
治
體 

の
組
織
及
其
财
政
狀
態
私
敍
述
す
る
に
よ
ろ
セ
、
未

* 

を
終
，れ6
、
我
等
は
實a

本
！

ie

に
：よ6
て
露
國
を
近
低 

化
し
戈
る
伯「

ゥ
ィ
ッ
テ」

の
精
力
と
達
見
と
を
窺
ふ
を

. 

得
可
し
。
，{阿
部
生}

,

石

原

醫

學

士

篝

女

H
.之

，.

現

派』

.

,

ノ
 

.

:

呵
家

—

學
#
發行
 

親
書
が
，我
郯.に
於.
け
る
谷H

場&

女H

を
精
査W
究
せ 

し
結
果U

:

よ
れ
ば

fヽ

#
女
エ
は
女
エ
總
員
の
六
割 

i

f

 
> 

女
エ
：の.勸
續
带
見
は
比
較
的
短
く
、

11

箇
年
以
上
勤
續
せ
る
名
の
は
僅
か
1C
總
員
の
一
ー
爾
位 

に
し
て
。
次
ぎ
に
エ
場
花
錯
中
の
死
1
3率
は一

千
人
に 

對
し
八
人
內
外
、
-
而
し
て1

申
數
は
|§
^
性
な
/
ジ
、

加
务.
る
^
疾
病
未
治« ;
ふ
故
を
以
て
解
*
^
れ
把
る
省 

の
、
過
半
も
同
病
患
者
な
6
と
す
、.
' 而
じ
< 
著
書
舣
得 

*
る
経
論
に
し
て
、

：

最
？
重
要
な
る15
は(

一.)

本
邦
婦'
 

女
子
に
しV
i

業
&
從
*
ぜ
し
^

^
從
事
せ
ざ
る
名
0
, 

に
比
し
、
多
數
の
死£
者
|:
:
發
生
し
>
.
併
せ
て
結
核
性 

疾
患
及
靡
氣
の
割
合
增
進
せ
么
篇
务
可
か
-ら
次
か
事 

實
な
る
乙
と(

ニ)

本

邦H

業Q

經
醬
狀
態
は
從
業
者の
.；
. 

健

康

を『

般
に
比
じ
劣
惡
な
ら
し
めつ
、
あ
る
明
瞭
な 

る
事
*
あ
る
事
なi 
iす
、
想
ふ
に
.
此
著
は
衞
生
上0.  

見
地
よ6
見
^
る
^P

の
な.
る.
^P、

我
#

IP
於
け
る
f t
會 

問
題
の
拼
究
に
從
事
す
る
士
に
と
6'
て
は
、
其
間
幾
多，. 

の
參
考
材
料
と
な
る
名
の
少

/;
>
ら
ぎ.
る
可
し
。
我
等
は 

著
者
以
調
査
硏
究
を
多
と
す
る
名
の
也
。

(

W
部
生)  

高
垣
寅
次
寒
。

」

錄
.
：行
« :
.*

論

：
,

大
正1

一1
¥,

、1
ヵ
谌
苽
銀
行
赛
所
發
行 

-

1

1

九
五
1

泣

舞
t

六

十
饯

一
永■

高
垣
霞
■

!■
商
業
震
導■

銀
_

に

潘

存

る

卒

へ 

槳
論•文
に
し
て"
同
馨
任
佐
渺
博
士
が1

せ
ち
れt i
る
$
の
な
リo



如
所
»

止
破
们
諕
亦
妹
博
に
し
て
誠
亿
1

の
卒
1

咖
文
允
る
と
北
ハ
に
" 

，同
氏
が
^

述
と
丨
'

て«

败
を
得
た
る
8

の̂

&

。
さ
れ
ば
取
に
’1

綴
.の
卒 

業
諭
文
と
じ
て
—

去
る
は
惜
む
ぺ
さ
0

の
と
な
し
"

1

度
鈒
行
M

倍
錄 

た
描
載
せ
ち
れ
1

が
:]
1-

後
別
冊
と
し
て
"

刊
行
せ
ち
れ
杧
る
洛
の
な
リ
。
，

第
1
萆
#
讀
に
於
て"
銀
行
集
中
論
硏
究
の
必
要
ょ
り
_

を
起
し
、
:1
|:繇 

刚
及
び
心
理
的
恶
礎
を
論
述
し
、
笫
ニ
誰
に
於
て
砂
’
錫

行

集

中

の

原

因I  

に
我
き
及
ぼI
、
跫
が
原
因
を
ば"

1

般
的
原
®
及
び
特
別
的
原.
因

の

兩I  

港
に
別
ち
て
該
博
な
る
研
究
を
遂t

A

そ1

箇
の
社
會
规
象
を
取9

て
、
.i  

之
が
發
達
の
原
阴
を
探
究
す
る
妨
、
k
^
p
r

m
t
o
,

 £

申
^:
是
れ
幾
多 

粉
糾
せ
る
社
會
來
愤
の
鎌
雜
泥
夾
せ
る
に
幽
る
场
の
亿
1

て
銀
杼
集
中
の 

原
因
を
究
む
る
廣
莊
だ
少
な
<
、

)

紹
介
港
の
知
る
限
リ
に
於
て
讨
僅
に
十 

栉
を
掘
す
る
，
K
過

冗

之
■

榮

做

味
f

li
l
j題
な
®
'o

部

毒

，
.(

銀

|  

斯
集
中
の
形
或
弛
に
巩
特
赏

)

谘
一
節
に
於
て
直
接
的
集
中
法
今
第
ニ
 

j  

節
亿
於
て
、
，間
後
的
染
中
法
を
諭
じ
、
锚
密
な
る
硏
究
を
遂
げ
た

U
O
'
次 

i

四
苹
及
笫
秦
忆
於
て
、
銀
行
集
旧
の
私
經
濟
的
結
粜
竝
亿
國
民
經 

.
濟
的
結
见
を
論
述L
、
锻
後
办
笫
六:'
#
結
論
に
於
て
傲
狞
集
中
の
將
來
な
- 

sqm:::
!

の
下
に
地
方
銀
行
の
述
命
並
に,̂
れ
集
中
R
對
す
A
政

策

を

諭

述\ 

1

終
リ
亿
戕
國
亿
於
け
る
鈕
行
集
巾
述
泐
の
大
勢
亿
論
及
せ
り

0 

|  

今
=
!

歐
米
先
進
煎
圃
に
於.て.
、
銀
行
集
中
述
動
の
行
以
る
ゝ
は
#
通
的
の

.

现
象
に
し
て
、
杯
國
锊
な
:1
1
-

8

被
辦
愦
ト
興
に
I

、
政
治
的

辦

惝

を

興

亿
.

-

1
恥
間
に
多
少
の
相
異
為
る
亿
衫
枸
«

ら
ず
"：

1

般
的
祺
w .
i
L
て.
現

は
, 

る
>.

其
間
何
等
か
の
共
通
的
原
則
の
狞
城
る
.

佐
脾
傅
士
は
之
を
以
て
资
本
制
經
浒
組
織
”

必
然
の
婼
兑
と
な
せ
リ
。

^
 

f

 
§

に
報
；

n
i
l

て
絲
密
训_

な
る
0

$

げ
尺
る
8

の
な
リ0

木 

#

の
如
き
は
、氏
の
初
女
作
と
L
て
艰
に
諭
文
の
0
0
拕
る
の
む
な
ち
ず
、 

叉
货
幣
餓
行
矾
究
港
の
一
誠
に
惯
ひ
す
る
^
^
た
る
を
失
は
ず
、
必
ず
や 

銀
行
科
^

攻
の
士
並.
に
後
進
渚
を
益
す
ベ
f
 

今
の
幼
^

^

る
鋇
矜
靖
の
將
來
に
於
け
a

大
勢
癸
窺
'
ふ

に

^

^

の

材

料

を

供
給
す
る
务
の
ど
信
ず
0

敗
-

て
妓
に
紹
介
旮
爲
ず
0

(

片
桐

)

——
—  

.
■■
■ 

- 

■ 

.,:  

.  

.
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■

,

.
、
.

-
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-

:

-

 

-

 

-

 

■

-
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〇

廣
:.
;
;
:
':
:
、

告「V

.
■ 

-
' 

• 

■ 

. 

• 

■ 

■ 

•

■

©
理
財
學
會
會«

@

マ
ダ
ラ
レ
ン
敎
授
诞
卒
業
幹
事

‘遂

別

會
:'
:

辟

桠

六

麗

賴
 

の
，間
本
熟
大
學
部
数
授
と
し
て
經
濟
史
經
濟
學
史
、
遥
法
史
の
諸
學
科 

を
擔
任
せ
ら
れ|
ザ
'々と

し

-
て

依

ま

ず

y
L

マ
ク
ラ
レ
ン
敎
授

n

呱
：̂
中
に 

故
鄉
加
奈
太̂

歸_

せ
ち
る
、
ト£

な
9
1
を
以
て
木
理
财
例
蒼
ゆ
本¥ 

卒
業
せ
ら
る
可
合
ホ̂

の
^
^

の
‘送
別
を
詖
ね
て
一
一
爿
ナ
ー
ー
ー

n
午
後
六
時 

，
よ

り

裳

を

.m

田
贺
洋
师
の
榄
上K
l)
f*i
低
す
、
來
リ
脅
す
る®.

i

十
珩
㈣

名 

頗
る
盛
會
を
極
む
會
食
の
後
在
凇
斡
淖
の
送
別
の
辭
庫
業
幹
事

G

答
辭
を 

SN

て
よ
リ
マ
.ク
ラ
レ
ン
敎
授
砹

:|
|
:

ハ
の
#

^

の
へ

^
#

を
#
I

て
過
去
六
雄
間 

に

於

け

る

感

想

を

述

ぺ

>̂
'
る
i
こ
と
綁
々
數
千
言‘ j

語
«

一
 
m!M
»
よ
リ
歲 

た
聽
く
潜
を
し
て'轉
允
感
慨
無
最
忙
ち
し
む
、
次
亿
鎌
田
塾
畏
は
卒
槳
幹 

^
R
i i
i
し
卒
業
後
の
部
戒
を̂.

へ
ち
れ
ネ
择
木
费
幹̂

i&
'
î
l
敎
授
の
爵

ノ货”靖1柯'%!专rn巧，

話
^=

'

て
#

々
滿.
々
の
裡
亿|
^
ず
時
亿
午
後
十-*
艰
电o

#.
ブ
：カ
ナ
ン
敎
授M
新
任
幹
事
歡
迎
會
.

マクラレン
 

氏
本
熟
大
學
部
敎
授
の
職
を
辭
し
.
て
歸
國
せ
ち
る'
\
や
其
の
後
％
者
と
し'

て
グ
カ
ナ
ン
敎
授
の
來
發
赏
劳
女
來
^
斡
祺
ど
し
て
辦
に
就
伟
せ
彡
れ 

I

人
し
を
以
て
独
に
眾
现
财
警
味

f

】

H

歡
迎
f

三

田

\ 

辦
浑
朐
の
褪
上
に
開
催
す
來
會
费
は
主
容
グ
カ
ナ
ン.
敎
授
並
に
新
依
幹
银

| 

藤
'̂
>

士
|:
!

村
-

水
谷
' 

木
¥

の
：四
对
を
始
め
1

1

來
銳
に
铽
氣
贺
敎
授
、

\ 

石
田
本
熟
释
难
、
高
城
教
授
、.
レ
丨
敎
授
、
壻
井
教
授
及
尚
i

良
の
外 

木
#

#

祺
等
總
て
ニ
十
^

ニ
名
な
リ
、
裳
剛
な
る
に
及
ん
で.
本
會
斡
3]
1

-齋

一
 

藤
氏
w

f

藝

暢
I

s

i

を
以
て
ブ
^
ナ >

、‘義
歡
迎
の
辭
を
述
べ
一 

.

i

<

T

フ
カ
ナ
ン
氏
今
や
谠
11
1

の
波
紛
を
越
え
て
氣
候
、風
俗
-

柯
氏
、

茛
S-
/
E

猙

堪

つ

て

興

ら

ざ

る

な

さ

東

，洋

の

一

小

^

®

亿
來
る
*

斯
<

 

の
;!
|

1

| 

さ
は
；几
ょ
リ
人
々
の
以
て
胞
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